
□ Ｓ ：大幅な目標を上回った

☑ Ａ⁺ ：目標を多少上回って達成

□ Ａ ：目標を達成

□ Ｂ⁺ ：目標を少し下回った

□ Ｂ ：目標を下回った

□ Ｃ ：目標を大幅に下回った

□ − ：外的要因より継続困難となった

維持すること。

食事満足度は喫食状況に大きな影響を与え、その向上は栄養状態の維持・改善につながる。

目標：ゴールに対する成果の状況
食事満足度「満足」「やや満足」の割合が75％以上を維持し、目標を達成した。

目標：ゴール達成による効果

クオリティインディケーター（QI）成果報告

指標名
食事満足度

目標：ゴール
食事満足度調査を年4回実施し、5段階評価中上位2つの「満足」「やや満足」の割合が75％以上を

【栄養科】

病院食は栄養状態の維持・改善に重要であり、十分な喫食によりその効果を発揮する。

目標：ゴールの課題・改善策
食事満足度の目標を達成することができた。

引き続き、食事満足度調査によるご意見を反映しながら献立の調整を行い、

病院食の喫食状況の向上や患者の栄養状態の維持・改善に努めていく。

目標：ゴール達成度
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食事満足度（満足＋やや満足の割合）

満足＋やや満足

目標75％以上



【自由記載】

その他

（2025年4月現在）

病態栄養専門管理栄養士 2

腎臓病病態栄養専門管理栄養士 1

がん病態栄養専門管理栄養士 2

日本糖尿病療養指導士 2

摂食嚥下リハビリテーション認定士 1

NST専門療法士 1

NST専門療法士臨床実地修練修了 4

人数
（名）

認定資格


